
 
平成２７年１１月２７日 

道     路     局 

 

２０２０年までに高速道路での逆走事故をゼロに 

～道路と自動車が連携、さらに安全な高速道路を目指す取り組み～ 

 

 

 高速道路での逆走は、高速道路での事故全体と比較して、死傷事故となる割合が４倍、

死亡事故でみれば４０倍と、非常に危険な事案です。全国の高速道路では、２日に１回

の頻度で逆走が発生しており、年間４０件の事故が発生しています。 

 これまでも、国土交通省、警察庁、高速道路会社が連携して、逆走対策を進めていま

すが、その一方で、高齢化の進展や、認知症問題の顕在化といった社会状況のもと、高

速道路での逆走事故の撲滅には至っていない状況です。 

これを受け、今後、さらに幅広い関係者が認識を一つにし、道路と自動車が連携して、

２０２０年までに高速道路での逆走事故をゼロとすることを目指し、各種の取り組みを

推進していきます。 

 

（ポイント） 

○これまで進めてきた、道路側での逆走対策を、引き続き拡充 

○関係省庁間の連携を拡大 

○有識者会議の立ち上げ 

○自動車メーカーなどにも協力を呼びかけ、官民連携会議を立ち上げ 

 

 

 

問合せ先  【高速道路での逆走対策に関すること】 

高速道路課 有料道路調整室 課長補佐 宮西 洋幸   

          03-5253-8111(内線 38382) 03-5253-1619(FAX) 

        【無料の高速道路での逆走対策に関すること】 

          国道・防災課 企画専門官 依田 秀則 

          03-5253-8111(内線 37832)  03-5253-1620(FAX) 

        【自動車との連携に関すること】 

          道路交通管理課 ITS 推進室 課長補佐 垣原 清次 

          03-5253-8111(内線 37462)  03-5253-1617(FAX) 
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（参考） 逆走の発生状況

○逆走の約５割はＩＣ、ＪＣＴで発生
○運転者の約７割は６５歳以上の高齢者
○逆走車の約５割が軽自動車

〈逆走発生件数の推移と発生箇所〉 〈運転者の年齢〉

〈逆走車の車種区分〉 〈運転者の状態〉

データ： Ｈ23～27年（H27年は1月～9月のみ）の高速道路（国土交通省及び高速道路会社管理）における
事故または確保に至った逆走事案（全966件）

出典： 警察の協力を得て国土交通省・高速道路会社が作成

※Ｈ23～27年9月の
逆走（966件）

※Ｈ23～27年9月の
逆走（966件）

※Ｈ23～27年9月の
逆走（966件） ※「認知症の疑い」とは、家族からの聴取等により、

運転者に認知症の疑いがあると判断したもの
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（参考） 逆走による事故発生状況

○逆走発生件数に占める事故の割合は前年と比べ減少傾向
○逆走事故全体に占める死傷事故の割合は増加傾向
○運転者の年齢等は、逆走事案全体とほぼ同じ傾向

〈逆走事故件数の推移〉 〈運転者の年齢〉

〈逆走車の車種区分〉 〈運転者の状態〉

データ： Ｈ23～27年（H27年は1月～9月のみ）の高速道路（国土交通省及び高速道路会社管理）における
逆走による事故件数（全190件）

出典： 警察の協力を得て国土交通省・高速道路会社が作成

※Ｈ23～27年9月の
逆走（190件）

※Ｈ23～27年9月の
逆走（190件）

※Ｈ23～27年9月の
逆走（190件） ※「認知症の疑い」とは、家族からの聴取等により、

運転者に認知症の疑いがあると判断したもの
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（参考） 逆走事故の状況

○高速道路での逆走は、高速道路での事故全体と比較して、死傷
事故となる割合が約４倍、死亡事故となる割合が約４０倍

〈逆走事故事例〉

〈事故全体と逆走事故の傾向比較〉

死亡事故
13%

死傷事故
42%

→ 事故全体と比べ、
約４０倍の割合

→ 事故全体と比べ、
約４倍の割合

死亡事故
0.3%

死傷事故
10%

事故全体の状況 逆走事故の状況

※高速道路会社が管理する高速道路の状況（高速道路会社調べ）

H23～26年計
（全22万件の内訳）

H23～26年計
（全139件の内訳）

H27年1月に首都高速で発生し
た事故。83歳の男性が運転する
軽自動車が逆走し、順走の貨物
車2台と衝突。逆走車両の運転
手が死亡。

H27年7月に東名高速で発生し
た事故。73歳の男性が運転する
軽自動車が逆走し、順走の二輪
車と衝突。逆走車両と順走車両
の運転手2名が死亡。

H27年7月に東名高速で発生し
た事故。逆走車両を避けようとし
た順走の普通乗用車が横転。順
走車両に乗車の2名が軽傷。

順走車両の事故状況逆走車両の事故状況逆走車両の事故状況



（参考） 高速道路での逆走対策の経緯

年 度 対策内容 備 考

2005（H17）

2009（H21）
～2010（H22）

2014（H26）

2015（H27）

高速道路各社で独自の
逆走対策を開始

逆走防止社会実験

9月 高速6会社共通の逆走
対策を開始（第1弾公表）

1月 関係機関連絡会議（第1回）

4月 高速6会社共通の逆走
対策を拡大（第2弾公表）

3月 首都高速での
新たな試行開始

6月 改正道路交
通法成立

…全国の高速道路621箇
所にセンサー付逆走警告
装置を設置

…国交省、警察、高速会社の
対策会議

…逆走が複数回発生している
33箇所で対策実施

…逆走が複数回発生している
箇所、高速出口等44箇所で対
策実施

…IC合流部等でラバーポール
や標識の設置等の対策開始

…首都道路の出入口3箇
所に管制センターと連動
したセンサー付逆走警告
装置を試行的に設置

4月 関係機関連絡会議
（第2回）



（参考） これまでに実施中の逆走対策

ランプ合流部

料金所

本線合流部

高輝度矢印板

ラバーポール
大型矢印路面標示

カラーの路面標示

注意喚起標識
高輝度矢印板

カラーの路面標示ラバーポール

注意喚起標識

高輝度矢印板

H26年度：30箇所
H27年度：26箇所

H27年度：7箇所

■IC・JCT部 ■休憩施設

■高速道路出入り口 ■平面Y交差部

注意喚起看板 注意喚起看板

H26年度：3箇所
H27年度：8箇所

H27年度：3箇所

○逆走が多く発生しているIC、JCT、休憩施設の合流部等で、逆走
しにくい対策等を実施
○また、誤進入がそのまま逆走に繋がる高速道路の出口部や平
面Y型ICでも対策を実施
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（参考）これまでの逆走対策の効果検証

○Ｈ２６年度に対策を終えた箇所での逆走事案は減少

○高速道路会社管内のIC,JCT,SA,PA 1131箇所のうち、約３割の332箇所
で逆走が発生

■Ｈ２６年度に対策を終えた３３箇所での逆走発生状況

■逆走事案の発生状況と対策箇所（H23～H26年の状況）

※対策実施済み箇所以外で発生
した逆走事案は除いている

約２０件/年

約４件/年

1回発生（285箇所）

2回以上発生
（47箇所）

1回発生のうち、
死傷事故が発生
（20箇所）

逆走が2回以上発生または死傷事故
が発生した67箇所で対策を実施
（H26年度：33箇所、H27年度：34箇所）

⇒引き続き、逆走の発生状況に応じて無料の高速道路も含めて対策を拡大

332箇所での発生状況



（参考） H26年度対策済み箇所での逆走発生事例

○ H26年度に対策を実施した33箇所のうち、逆走発生は2件のみ
○ 運転手が高齢であること、普段高速道路を利用していないこと
などが原因で、逆走に至ったものと推測

【事例】

日時： H27年6月3日（水）
場所： 高松自動車道 大野原IC ※入口ランプと下り線側本線との合流部
車種： 軽乗用車
運転手： 82歳男性
内容： 一般道の交差点で誤って高速道路方面に進入し、そのまま料金所の

一般レーンを通行券を取らずに通過。そのまま流入ランプを順走し、本
線合流部でUターンし、逆走したもの。

下り線順走方向

誤って高速道路方面へ進入

通行券を取らず
に通過

逆走開始地点

大型矢印路面標示

ラバーポール 高輝度矢印板

逆走発生状況 逆走対策状況（H26年度対策）

原因（推測）

✓ 運転手が高齢のため、標識等が正しく認識できなかった

✓ 普段、高速道路を利用しないため、一般道へ戻るための正し
い行動ができなかった



（参考） 今後の新たな取り組み（案）

○高速道路の逆走について、これまでの道路側での対策に加え、
自動車メーカー等民間と連携した効果的な対策を検討していく

■対策の方向性（案）

■対策の検討体制（案）

道 路 自動車運転者

これまでの
取り組み

今後の
取り組み

・物理的な抑止対策
（ﾗﾊﾞｰﾎﾟｰﾙ設置等）

・視覚に訴える対策
（注意喚起標識等）

・交通安全教育・広報
啓発
・逆走事案発生時の
迅速・適切な措置

相互に連携した取り組みの推進

・自動運転技術
の活用

有識者会議（仮称）

官民連携会議（仮称）

逆走の運転者の約６割は高齢者であり、認知症や、交通心理の専門家等
から効果的な逆走対策を助言して頂く

自動車メーカーや、IT技術メーカー等と行政が連携し、効果的な逆走対策
を検討

・これまでの対策
の評価、改善
・IT技術の活用

・関係機関等と連携
した諸対策の強化



（
別
図
１
）　
高
速
道
路
会
社
管
理
の
高
速
道
路
の
逆
走
対
策
箇
所
　
計
９
４
箇
所
（
Ｈ
２
６
年
９
月
公
表
：
３
３
箇
所
、
Ｈ
２
７
年
４
月
公
表
：
３
４
箇
所
、
Ｈ
２
７
年
１
１
月
公
表
：
２
７
箇
所
）

※
京
阪
神
圏
詳
細
図
及
び
首
都
圏
詳
細
図
に
つ
い
て
は
、
車
線
数
を
表
し
て
い
な
い
。

高
崎
IC

伊
勢
崎
IC

花
園
IC

館
林
IC

宇
都
宮
上
三
川
IC

桜
川
筑
西
IC

水
戸
IC

四
街
道
IC

御
殿
場
IC

沼
津
IC

新
静
岡
IC

新
富
士
IC

岡
谷
JC
T

彦
根
IC

津
田
東
IC

坂
出
IC

坂
出
北
IC

大
野
原
IC

㊤
豊
浜
S
A

高
知
IC

川
内
IC

松
山
IC

西
条
IC

江
津
IC

川
平
IC

諫
早
IC

大
村
IC

多
久
IC

八
代
IC

松
橋
IC

清
武
JC
T

柳
原
出
口

南
港
北
出
口

宇
都
宮
IC

国
見
IC

岩
槻
IC

札
幌
JC
T

㊤
小
布
施
P
A

豊
田
飯
山
IC

能
生
IC

大
月
IC

菊
水
IC

植
木
IC

高
松
中
央
IC

土
佐
IC

福
山
東
IC

久
世
IC

倉
敷
JC
T

生
田
川
出
口

前
開
出
口

麻
積
IC

久
喜
IC

㊤
上
里
S
A

富
加
関
IC

土
岐
JC
T

㊤
足
柄
S
A

㊤
浜
名
湖
S
A

山
口
南
IC

加
治
木
IC

㊦
舞
鶴
P
A

武
雄
南
IC

神
戸
長
田
出
口

西
宮
山
口
南
入
口

垂
水
IC

秋
田
中
央
IC

い
わ
き
勿
来
IC

青
森
中
央
IC

碇
ヶ
関
IC

浪
岡
IC

㊤
姨
捨
S
A

㊤
屏
風
山
P
A

㊦
三
方
原
P
A宇
治
東
IC

益
城
熊
本
空
港
IC

板
野
IC

南
国
IC

鴨
方
IC

山
陽
姫
路
西
IC

広
島
IC

防
府
東
IC

三
次
IC

福
知
山
IC

上
之
郷
IC

神
戸
JC
T

㊦
揖
保
川
P
A

本
町
入
口

早
稲
田
出
口

板
橋
JC
T

三
郷
JC
T

出
入
橋
出
口

前
橋
南
IC

渋
川
伊
香
保
IC

㊦
田
野
P
A

金
沢
森
本
IC

逆
走
複
数
回
発
生

○

逆
走
死
傷
事
故
発
生

●

4
7
箇
所

2
0
箇
所

2
7
箇
所

9
4
箇
所

合
計

（
凡
例
）
対
策
実
施
状
況
に
よ
る
区
分

（
凡
例
）
逆
走
発
生
状
況
に
よ
る
区
分

合
計

9
4
箇
所

7
1
箇
所

2
3
箇
所

対
策
着
手

新
た
に

優
先
的
に
対
策

対
策
実
施
済

施
設
名

施
設
名

施
設
名



（
別
図
２
）　
国
土
交
通
省
管
理
の
高
速
道
路
の
逆
走
対
策
箇
所
　
（
Ｈ
２
７
年
１
１
月
公
表
：
１
１
箇
所
）

※
京
阪
神
圏
詳
細
図
及
び
首
都
圏
詳
細
図
に
つ
い
て
は
、
車
線
数
を
表
し
て
い
な
い
。

大
内
JC
T

江
刺
田
瀬
IC

沼
津
岡
宮
IC

新
潟
西
IC

上
野
東
IC

天
理
IC

四
日
市
IC

中
地
ラ
ン
プ

平
原
IC

大
洲
冨
士
IC

登
米
東
和
IC

（
凡
例
）
対
策
実
施
状
況
に
よ
る
区
分

（
凡
例
）
逆
走
発
生
状
況
に
よ
る
区
分

合
計

1
1
箇
所

4
箇
所

7
箇
所

対
策
着
手

新
た
に

優
先
的
に
対
策

対
策
実
施
済

逆
走
複
数
回
発
生

○

逆
走
死
傷
事
故
発

生
●

0
箇
所

0
箇
所

1
1
箇
所

1
1
箇
所

合
計

施
設
名

施
設
名

施
設
名


